平成23年度
日本社会福祉学会　東北部会
第11回研究大会　福島大会
大会テーマ「震災復興―安全・安心な暮らしを求める
権利擁護と自立生活支援」
研究大会開催のご案内
１．大会開催の主旨
　時下、皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　さて、日本社会福祉学会東北部会では、毎年、東北6県が持ち回りで研究大会を開催しておりますが、今年度は福島県が幹事県となり、7月30日に福島市の福島大学で、第11回の研究大会を開催することになりました。
　この大会は、①地域に根ざした地域特性を踏まえた研究を促進し、②東北における研究者の交流を図り、③研究発表の場を提供することを目的に、東北における研究水準の向上と個々の研究者の質的向上をねらいとしています。
　今回福島県で開催するにあたり、「震災復興―安全・安心な暮らしを求めての権利擁護と自立生活支援」という大会テーマを設定しました。当初「権利擁護と自立生活支援―その担い手」というテーマで準備を進めていた矢先、3月11日の東日本大震災に見舞われました。震災直後はそれぞれの持ち場で命を守る生活支援の原点に触れる活動に奔走し、「さながら野戦病院の様だ」という医療現場や、「戦争は経験していないけれど、まるで戦争で被災した痕のような感じだ」という津波被害の中を利用者の方々の安否確認に回り、被災生活支援を行ってきたなど社会福祉を担う人々の声が聞かれました。
　さらに追い討ちをかけるように福島県は世界にその名を知られてしまう原発事故が起き、その長期化が懸念される中で、警戒区域や計画的避難指定により住み慣れた町を離れ、避難所を転々としたり、町や村ごとの避難をしなければならない地域が生じ、また、室内退避という状況下で当たり前の安心した生活が根こそぎ奪われる中、「どう今までの知的・人的な繋がりを継続しながら震災から復興していくのか」、今まで以上に「つながり」のありがたさと大切さを感じさせられる昨今です。また、風評被害による影響は福島県内のみならず、日本国中に波紋を呼び、改めて安心して暮らすための「情報」の発信や収集のあり方が問われています。
　本大会では、地震・津波・原発事故による震災からの復興を社会福祉学の視点や関わりの中でどう実践していくのか、被災した大学の教員や学生たちも今回の経験を乗り越え、皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。また、自由研究報告は7月30日（土）の午前に行いますので、学会員の皆様には奮ってご発表くださるようお願い申し上げます。
2011年5月
日本社会福祉学会東北部会第11回研究大会福島大会実行委員会
２．日　　時：平成23年7月30日（土）
３．会　　場：福島大学
４．主　　催：日本社会福祉学会東北部会第11回研究大会福島大会実行委員会
日本社会福祉系学会連合、福島大学災害復興研究所
　　共　　催：福島県社会福祉士・精神保健福祉士養成校連絡会
５．後　　援：福島県医療ソーシャルワーカー協会、福島県社会福祉士会、
福島県精神保健福祉士会、福島県社会福祉協議会、福島市社会福祉協議会
６．参 加 費：1)学会員3,000・非会員（入会手続中）3,500円・学生資料代1,000円
　　　　　　　　当日受付でお支払いください。
　　　　　　　2)情報交換会に参加する場合は別途3,000円が必要です。
７．大会プログラム
7月30日(土)午前　自由研究報告　参加者：学会員・学生
	時間
	プログラム

	9:00
9:10-12:10
	受付　分科会会場へ移動
自由研究発表（４分科会を予定、1分科会6人発表）
　会場教室：S-11～S-14
　各教室にパソコン・プロジェクターを設置
　1題につき発表20分、質疑10分

	12:10-
	昼食休憩　[東北部会幹事会（東北部会理事・幹事）　会場：S-　教室]


7月30日(土)午後　基調講演とシンポジウム　参加者：一般市民公開無料・学会員・学生
	時間
	プログラム

	13:00
13:10-13:20
13:20-14:50
14:50-15:00
15:00-17:00
17:00
17:30-19:30
	受付
開会・挨拶　（会場：Ｌ-２教室）
　日本社会福祉学会東北部会理事　都築　光一氏（岩手県立大学）
　日本社会福祉系学会連合委員長　野口　定久氏

　福島大学副学長・災害復興研究所所長　清水　修二氏
基調講演題「復興と減災・・明日の日本につながる道筋を求めて」
　講師：室崎　益輝氏
（日本災害復興学会長・関西学院大学災害復興制度研究所長）
　司会：福島大学災害復興研究所
休憩 
シンポジウム「震災復興―
安全・安心な暮らしを求める権利擁護と自立生活支援」
　シンポジスト：齋藤　奈緒氏
（県社会福祉協議会・災害ボランティアセンター）
　シンポジスト：丹波　史紀氏（福島大学准教授、福島大学災害復興研究所）
　シンポジスト：島野光正氏（福島県相談支援専門職チーム）
　シンポジスト：天野　宗和氏（東日本国際大学）
　助　 言 　者：室崎　益輝氏（関西学院大学災害復興制度研究所長）
司　　　　会：日本社会福祉学会理事　牧里　毎治氏（関西学院大学）
閉会挨拶　福島大会実行委員長　　品川　満紀氏（福島学院大学）
次回開催校挨拶
情報交換会　（会場：福島大学生協）


８．大会参加の申込方法
　①　大会参加申込先　福島学院大学長谷川武史宛　福島大会実行委員会事務局
②　申し込み方法　FAX　024-515-3225　福島学院大学（代）
Eメール: hasegawa.takeshi@fukushima-college.ac.jp (福島学院大学 長谷川武史)
　③　大会参加申込締切：2011年7月20日（水）
　　　当日の申込参加も可能ですが、参加者名簿に掲載できませんのでご了承ください。
９．自由研究発表の申込方法
　①　自由研究発表の申込方法　Ｅメール送信
　②　自由研究発表の申込期限：2011年7月6日（水）
10．自由研究発表の要旨原稿の送付方法
　①　自由研究発表の申込登録がお済みになった方は、本案内の4ページにある<研究発表要旨原稿様式>に従って、要旨原稿を作成してください（A4要旨、1ページ、Word作成）。
　②　作成した要旨原稿を、下記Eメール宛に添付で送付してください。
　　　Ｅメール送付先：hasegawa.takeshi@fukushima-college.ac.jp
（福島学院大学 長谷川武史宛）
　③　インターネットやＥメールが出来ない場合は要旨原稿を下記宛に郵送してください。
　　　　郵送先：〒960-8505　福島市本町2-10　福島学院大学  長谷川武史
　　　　　　　　日本社会福祉学会東北部会第11回福島大会実行委員会事務局
　④　送付された原稿はダイレクト印刷で大会要旨集に掲載いたします。
　⑤　自由研究発表要旨原稿送付の締切：2011年7月6日（水）」
11．自由研究発表について
①　発表時間は1題について30分です。（発表20分、質疑10分）
②　当日資料を配布する方は、必要部数(50部)を作成の上、発表当日ご持参下さい。
③　各分科会会場にはノート型パソコン(OS:WindowsXP)とプロジェクターが用意されています。発表プレゼンテーション用ファイルは、マイクロソフトのPowerPoint2003で作成し、USBメモリーかCDでご持参ください。
自由研究発表が始まる7月30日（土）8：30～9:00の間に発表に必要なファイルを設置されたパソコンのデスクトップに保存してください。
④　自由研究発表は、発表数、テーマによって分科会方式で行います。
⑤　自由研究発表は、社会福祉学会員に限ります。非会員での発表を希望される方は日本社会福祉学会への入会が前提となります。
12．連絡問合せ先
　　　　　　　　〒960-8505　福島市本町2-10　福島学院大学藤原研究室
　　　　　　　　日本社会福祉学会東北部会第11回福島大会実行委員会事務局
　　　　　　　　TEL：024-515-3227 藤原研究室
FAX：024-515-3225 福島学院大学（代）
　　　　　　　　Ｅメール：fujiwara.masako@fukushima-college.ac.jp
<研究発表要旨原稿様式>
｛ページ設定｝用紙サイズ：A4 ページ数：1ページ 余白：上30mm,下33mm,左右25mm
	タイトル（12pt ゴシック・中央揃）
―サブタイトル―（10.5pt ゴシック・中央揃）
○氏名　　　　　　（所属・会員番号）（9pt明朝・右端）
例）　福島　太郎　（福島大学・99999），福島　花子（福島学院大学・00000）
[キーワード３つまで]（9pt明朝・中央揃）


１．研究目的（10pt ゴシック）
　本文(9pt明朝)
　行数指定：なし
２．研究の視点および方法
３．倫理的配慮
４．研 究 結 果
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